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アンケートデータはデジタルデータで扱える 2011 年以降のデータを使用した。なお 2014
























Q3 学校でインターネットの使用を始めた時期はいつ頃ですか？  
Q4 自宅のパソコンでインターネットの使用を始めた時期はいつ頃ですか？  
Q5 携帯/スマートフォンでインターネットの使用を始めた時期はいつ頃ですか？  
Q6 インターネットのメディア別利用割合はどの程度ですか？ 
Q7 現在のインターネットの主な使用目的は何ですか？ 
Q8 インターネットを使って情報を検索したことがありますか？  
Q9 情報を探すため良く使用するインターネットのサイトは何ですか？ 





Q11 最近１年間に図書館を利用したことがありますか？  
Q12 新聞紙を読んでいますか？  





Q14 欲しい情報を得るには、どのように情報検索を実行すれば良いと思っていますか？  
Q15 情報検索で困ったことや、欲しい情報が得られなかった実例があれば教えてください。  





告では、SQL と PHP を使った現在のシステムで時系列的集計ができる 2011 年～2013 年
の 3 年間と、2016 年～2018 年の 3 年間のデータを基本とした。小学校、中学校、高等学校
の利用環境と大学教育の間には時間差があるが、義務教育期間の利用環境も把握できる質
問を含めている。2011 年～2013 年の調査と 2016 年～2018 年の調査の間に連続性が認め
られる項目を使用した。この期間はインターネット接続がＰＣからスマートフォンによる
接続に移行した時期とも重なる。 


























アンケートデータはデジタルデータで扱える 2011 年以降のデータを使用した。なお 2014

















図１．「Q3.学校でインターネットの使用を始めた時期はいつ頃ですか？」に対する回答結         
果 
 
 学校でインターネットの使用を始めた時期は、2017 年、2018 年では、小学校 6 年まで





3-1-2 自宅のパソコンでインターネットの使用を始めた時期  
図 2 に「Q4. 自宅のパソコンでインターネットの使用を始めた時期はいつ頃ですか？ 」























自宅のパソコンでインターネットの使用を始めたのは 2012 年、2013 年に高校生で 80％
だったものが、2016 年～2018 年は中学生で 80％になっていた。世代が若くなるほど時期
が早くなる傾向にある。ほとんどの学生は中学 3 年までに自宅でインターネットの使用を
開始している。学校での利用が小学校 6 年までに約 80%に達していることを考えると、小
中学校で経験したその２～3 年後に家庭で使用を開始していることになる。 
 
3-1-3 携帯/スマートフォンでインターネットの使用を始めた時期   
図 3 に「Q5. 携帯/スマートフォンでインターネットの使用を始めた時期はいつ頃です
か？ 」に対する 2012 年,2013 年，2016 年～2018 年の回答結果を示す。 
2012 年以降、高校に入学すると携帯/スマートフォンを持つというスタイルに大きな変化
はない。しかし 2010 年から 2013 年にかけてのスマートフォンの爆発的普及（量的拡大）
を考えると 2013 年頃以降は iPhone を主とするスマートフォンによってインターネットの
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3-1-4  インターネットのメディア別利用割合 
“平成 29 年版情報通信白書;第 2 部 基本データと政策動向; 第 2 節 ICT サービスの利用
動向”の、（2）インターネットの普及状況の中の、端末別インターネット利用状況では、パ
ソコンが 58.6％、スマートフォンが 57.9％、タブレット型端末が 23.6％となっている４）。 
図４に「Q6.インターネットのメディア別利用割合はどの程度ですか？」に対する 2012


































3-1-5 インターネットの主な使用目的  
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順位   件数 
1 調べもの(調べ事) 32 
２ SNS 28 
3 動画視聴(動画閲覧) 24 
4 ゲーム 23 
5 情報収集 18 
6 Youtube 17 
8 情報検索(検索) 17 
7 ニュース 16 
9 娯楽 10 
10 分からないこと(わからないこと) 10 
11 趣味 9 
12 ネットサーフィン 7 
13 ネットショッピング(買い物/通販) 7 
14 気になること 6 
15 レポート（課題） 6 
16 音楽 5 
17 疑問に思ったこと 5 
18 天気予報 5 
19 コミュニケーション４ 4 




















図５「Q8-1. 通常の検索に使用しているキーワードの数」の回答結果  
 
図５に「Q8-1.通常のインターネット検索に使用しているキーワードの数」の回答結果を
示す。対象は 2017，2018 年の再履修者を除いた 188, 166 人のデータである。2 キーワード
使用の回答が最も多く 2017, 2018 年は 50.6%, 59.1%であった。辞書的な使用が多いと考え
られる 1 キーワード使用は 2 番目に多く 25.9% ,19.9%であった。概念によって情報を絞り




（3 種類）」に対する、2018 年の 1 キーワード検索, 2 キーワード検索, 3 キーワード検索の
回答事例を示す。対象となるキーワード検索例は合計 279 件あった。 




表 3 1 キーワード検索の回答事例 
番号 1 キーワード検索の例 
1 Twitter 
2 ZOZOTOWN 



















順位   件数 
1 調べもの(調べ事) 32 
２ SNS 28 
3 動画視聴(動画閲覧) 24 
4 ゲーム 23 
5 情報収集 18 
6 Youtube 17 
8 情報検索(検索) 17 
7 ニュース 16 
9 娯楽 10 
10 分からないこと(わからないこと) 10 
11 趣味 9 
12 ネットサーフィン 7 
13 ネットショッピング(買い物/通販) 7 
14 気になること 6 
15 レポート（課題） 6 
16 音楽 5 
17 疑問に思ったこと 5 
18 天気予報 5 
19 コミュニケーション４ 4 






























表 4 2 キーワード検索の回答事例       表 5 3 キーワード検索の回答事例  
番号 2 キーワード検索の例  番号 3 キーワード検索の例 
1 Excel マクロ  1 JR 駅員 対応 
2 fgo 攻略  2 スマブラ リュカ コンボ 
3 GW 高速道路  3 ミズノ ラケット 使い心地 
4 Yahoo チケット  4 一人暮らし 電気代 節約 
5 キャバリア 小型犬  5 京都、バンド 石左 
6 パソコン おすすめ  6 新潟 越後赤塚 定期 
7 ダブルクロス エフェクト  7 新潟 桜 開花 
8 リメンバーミー 評価  8 新潟空港、モンスト、野球 
9 花粉 新潟  9 ピアノ キーボード Amazon 
10 高田公園 花見  10 ゲーム 攻略 動画 
 












2012 以降 Yahoo の利用割合が減少し、Google が 8 割に迫る占有率となっている。2010



















 図 7 に「Q10.検索エンジンという言葉を知っていますか？」に対する回答結果を示す。
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図８ 「Q1１. 最近１年間に図書館を利用したことがありますか？」に対する回答結果 
 
















2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
利用なし 県立図書館 高校の図書館













図８ 「Q1１. 最近１年間に図書館を利用したことがありますか？」に対する回答結果 
 
 スマートフォンが行き渡り 2 キーワード検索で情報を簡単に集めることができるように
なっていることから、図書館に出向く必要性がなくなり利用者が減っている可能性 高い。
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1 2 3 4 2015 2016 2017 2018 2019
利用なし 県立図書館 高校の図書館










が増加傾向で 2018 年度は 67％に達している。時々読んでいるは 22％、週一回以上は 8.5%





図９ 「Q12. 新聞紙を読んでいますか？」に対する回答結果 
 
3-2-3 雑誌の購読状況 
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利用なし 県立図書館 高校の図書館





図１０ 「Q13. 雑誌を読んでいますか？」に対する回答結果 
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分類 内容 該当件数 回答例 






に関する KW 39 
欲しい情報に関連するワードを検索する 
知りたい情報に関するキーワードを 2、3 ほど入力して検索する。 
C Web 情報 14 
インターネットで検索する 
Web で根気よく探す。 




E 具体的 KW 10 
具体的な単語を検索する 
固有名詞を使って調べる 


































図１０ 「Q13. 雑誌を読んでいますか？」に対する回答結果 
 


























3 ほど入力して検索する」などで、複数のキーワードで検索の A グループと異なり、内容を
考えた検索を行っているグループと思われる。 
他に、Web 情報で検索するが 14 件、複数の媒体を使うが 12 件、具体的なキーワードを
使うが 10 件あった。複数の媒体を使用するは今回の回答の中では最も好ましい内容であっ
たが 12 件、6.4%と少なかった。 
















  情報検索実施の問題点  件数 
1 欲しい情報が見つからない 17 
2 キーワードを見つけられない 15 
3 楽曲をキーワードにできない 9 
4 別の情報/誤った情報があった 7 
5 英語キーワードの意味があいまい 7 
6 信頼性のある情報かわからない 3 
7 情報量が多すぎる 5 
8 サイトにより内容が異なる 5 
9 情報がない 4 
10 検索機能の利用方法 4 
11 他/不明 5 
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新聞 Web 図書





























記号 内容 該当件数 回答例 






に関する KW 39 
欲しい情報に関連するワードを検索する 
知りたい情報に関するキーワードを 2、3 ほど入力して検索する。 
C Web 情報 14 
インターネットで検索する 
Web で根気よく探す。 
D 複数の媒体 12 
図書館の本で調べる、web で調べるなど内容に応じて適宜使い分ける。 
いくつもの媒体の情報を集め、照らし合わせて信憑性の高いものを選ぶ。 
E 具体的 KW 10 
具体的な単語を検索する 
固有名詞を使って調べる 
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新聞 Web 図書































・学校でインターネットの使用を始めた時期は、小学校 6 年までに約 80%に達し,高校 1 年
生で 100%に達していた（2017 年，2018 年）。 
・中学 3 年までに自宅のパソコンでインターネットの使用を開始している。学校での利用
が小学校 6 年までに約 80%に達していることを考えると、学校で経験してその２～3 年後
に家庭で使用を開始していることになる。 
・高校 1 年でほぼ全員がスマートフォンを所有することから、携帯/スマートフォンでイン
ターネットの使用を始めた時期は高校 1 年となる。中学 3 年までに家庭での使用が約 80%
に達し、その翌年にほぼ全員がスマートフォン経由で常時 Web 接続環境を入手している。 




閲覧)、４.ゲームの４項目に 1 割以上の回答があった。 
・インターネットを使った情報検索に使用しているキーワードの数は、2 キーワード使用が
最も多く 2017, 2018 年は 50.6%, 59.1%であった。次に 1 キーワード使用が多く
25.9% ,19.9%であった。概念によって情報を絞り込むのに必要と考えられる 3 キーワード












最近１年間に大学図書館を利用したことのある 2 年生の学生は年々減少が続き 2017 年か




新聞は読まないとする回答が増加の傾向で 2018 年度は 67.0％に達している。時々読んで
いるは 21.8％、週一回以上は 8.5%となっている。購読していない家庭も存在する。Web 閲
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インターネットを使ったキーワード検索では 2 キーワード検索が最も多く 59.1%(2018
年)で、大きな概念を表す２語を使用する例が多かった。1 キーワード検索の場合は辞書の
代わりに用語の意味を調べている場合が多かった。学生がピンポイント情報と呼ぶ情報検
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